
安全施工サイクル実施要領書

平木工業株式会社



※ 安全朝礼は全員参加

※ 後片付けはきれいにすっきりと！

毎 日 の 安 全 施 工 サ イ ク ル

※ 安全工程打合せは職長のみ参加し末端に行き渡らせよう

安全工程打合せ

毎日１３時００分から

安全朝礼

毎日 ８時１5分から

後片付け

毎日１７時３０分から

安全朝礼（全員）
8：15～

安全ミーティング
（KYM）
8：25～

作業開始前点検
8：35～

終了前の確認
18：00

安全工程
打合せ

13：00～

現場代理人 巡視
11：00頃

現 場
後片付け

17：30～

※KYMは危険予知ミーティングの略



※目的
・仕事への心構えと体の準備
・各作業員の「作業内容、作業場所、作業人員」等の確認
・ひとりひとりの健康確認

※いつ
・毎朝、作業開始前に実施　　（概ね　8：15開始　10分程度）

※どこで
・現場内又は安全朝礼と指定した場所

※誰が
・現場スタッフ（現場代理人）及び当日の作業員全員

※どのように
・朝礼場所へ集合させる　☆ キビキビと並ばせる ☆
・現場スタッフ（現場代理人）が前方へ並ぶ
・作業員は各協力会社別に1列に並ぶ
・作業責任者（職長）は先頭に立つ
・全員であいさつ「おはようございます！」
・朝礼の進行は現場スタッフが当番制で行う
・各協力会社の作業責任者（職長）より皆へ向かって発表

当日の作業内容　危険ポイント　作業人員　新規入場者等など
・現場スタッフ（現場代理人）より注意事項等指示伝達事項の報告
・安全コール「今日も1日、安全作業でガンバロー！」

☆ モチベーションを高める ☆

☆ 作業をする格好で参加（保護具、服装、ベストの確認）、顔色チェック ☆



※目的
・危険に対する感受性を高め、チーム一体となるため
・連帯感を持って安全で効率の良い作業を行うため
・安全指示内容の徹底を行うため

※いつ
・毎日の作業開始前に　　（所要時間は　10分程度）
・作業内容に変更があった時に

※どこで
・作業場所が望ましい

※誰が
・各職種ごと（グループ）で集まって行う
・作業責任者（職長）がリーダーとなり全員が発言する

※どのように
・前日の安全工程打合せに基づき、作業指示を行う
・作業員の有資格者確認と適正配置を行う
・作業手順の説明と確認、使用材料、方法等の説明
・服装や必要な保護具の確認
・必要な道具、工具の確認
・作業指示内容に基づき、危険予知を行う
・作業員全員で発言して、リスク低減を考慮した対策を考える
・チームの行動目標を設定して、皆で指差呼称する

☆ 有資格者の確認 ☆

☆ 現場スタッフ（現場代理人）もできるかぎり立会う ☆

☆ 具体的にわかりやすい言葉で ☆



※リスクアセスメントとは

☆ 作業安全指示書・危険予知活動表の活用 ☆



※目的

※いつ
・当時の作業開始前
・業者持込重機、機械器具については現場持込時

※どこで
・作業場所や設置場所

※誰が
・作業責任者（職長）、取扱い責任者、作業責任者が指名した者

※どのように
・点検リストの活用、実施記録整備
・点検リストのチェック、承認サイン後に掲示
・不具合機械器具等は現場から撤去する

☆ 使用する協力業者は点検の義務があります ☆



※目的
・全般的な工事進捗状況の把握
・各職種間の連絡調整状況の確認
・人と物の不安全状態、行動の排除

※いつ
・午前1回（出来れば午後も1回）

※どこで
・作業所の全域

※誰が
・現場責任者（現場代理人）

※どのように
・計画通り実施しているか確認
・作業手順書、仮設計画書での確認
・巡視結果は必ず記録しておく
・巡視の際、問題点がある場合は、安全工程打合せで検討する

☆ 危険と判断した場合は、その場で作業を中断して、改善処置を行う ☆
☆ 作業所の最高管理責任者の立場で巡視すること ☆

☆ 妥協を許さない、「勇気・愛情・根気」が重要 ☆

☆ 必要により安全当番又は安全担当者が同行☆
☆ 現場責任者（現場代理人）が不在の場合は、代理者を決めておく ☆



※目的
・作業間の連絡調整を含め工事の安全、品質の確保

※いつ
・毎日、一定時刻（概ね13：00～　15分程度）

※どこで
・現場事務所等

※誰が
・現場責任者（現場代理人）、現場スタッフ、作業責任者（職長）

※どのように
・現場での問題点を報告させて是正指示を行う
・作業進捗、人員の異常有無を報告
・翌日の作業調整を行う（材料等の搬出入予定含む）
・打合せ内容は記録をとる

☆ 2次以下の協力業者の作業責任者（職長）も出席する ☆



※目的

※いつ
・毎日、終業の10分前

※どこで

※誰が
・作業場所は、作業を行った業者
・安全通路、詰所、共用部分は「作業員全員」

※どのように
・不要物、不用資材は指定の場所へ　整理整頓
・生活ゴミは各自で持ち帰る
・掃除用具は所定の場所で管理する
・使用工具、器具、材料等の整理整頓

☆ 毎週1回 一斉清掃の実施（全員参加で気持ち良く！） ☆



※目的

※いつ
・作業終了時

※どこで
・作業所全域及びその周辺
・施錠が必要な箇所（全箇所）

※誰が
・作業責任者（職長）
・現場スタッフ（現場代理人）

※どのように
・場内の異常有無の確認
・施錠設備の施錠確認
・共用部の片付け確認

☆ 資材の保管状況確認、道具の出しっぱなしがないように！ ☆

☆ 喫煙所の灰皿は必ず確認 ☆
☆ 火気使用後の確認は念を入れる ☆

☆ 毎日実施！ ☆


